
 
 
 
 
 

以前、中学生の画面視聴時間が１日５時間を超えたという国の調査について話題にしました。

先日、苗木中でも生活アンケートを行いました。その結果が下の表です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いよいよ夏休みが目の前に迫ってきました。皆さんはその夏休みをどのように使おうと考えて
いますか？２０年ほど前は、夏休みというと様々な宿題が出ていました。 
例えば・・・自主学習ノート２００ページ＋読書感想文＋税の作文＋一作品か一研究といった

量です。この宿題をこなすだけでも大変で、夏休みが明けて９月になっても夏休みの宿題をやっ
ていた生徒がたくさんいました。しかし、この２０年ぐらいの間で夏休みの宿題も大きく様変わ
りしてきました。強制的に量をやるのではなく、自ら考え自分に必要なこと、打ち込みたいこと
に時間をかけられるように夏休みの宿題というものは随分少なくなってきました。 
生徒立場で考えると、昔でなくてよかった！と単純に思うでしょう。でもそれは違います。先

に述べたように、自分が必要と思うことをしっかり考え、誘惑に負けず取り組むことができれば
充実した夏休みだったといえるでしょう。しかし、計画は立てたけど、毎日夜更かしをして、昼
頃まで寝てしまい、計画通りに実行できず・・・。といった日々を過ごしてしまったらどうなる
でしょう。夏休み明けが心配になります。 
そこで試されるのが です。 
つまり、 とは、「やりたい！」という気持ちだけで動かず、

を考えて、 です。 
具体的な例としては 
ゲームを続けたいけど、宿題を先にやる。 
腹が立っても、人に暴言を言わずに我慢する。 
先生や友だちとの約束を、ちゃんと守る。 
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誰も見ていなくても、ルールを破らない。 
律する力がついてくると、 
トラブルを減らせる ⇒ 信頼される人になれる ⇒ 勉強や部活で力を伸ばしやすくなる 

⇒将来、 ことになります。 
言い換えると、 」感情に流されず、自分で考えて行動で
きることが「 です。 
 一人一人の律する力が試されるのが夏休みなのです。 
 

ChatGPT、Gemini、Copilot、Claude 等 近年、生成ＡＩが急速に進歩し私たちの生活に入り込

んでいます。生成ＡＩの特徴は膨大なデータを学習し、人間のように自然な文章、画像、プログラ

ムなどを新しく作り出すことができる技術です。単なる検索とは異なり、文脈を理解した回答や創造

的な提案が得意ですが、誤った情報を生成する可能性があるため、利用には真偽を確かめる力（リテ

ラシー）が求められます。 

つまり、インターネット上にある膨大なデータを活用して、求められた質問の答えを考え創りだし

てくれるのが生成ＡＩなのです。まるで人が考えて作ったような答えを出すことができるのです。フ

ランスの哲学者ブレーズ・パスカルは という名言を残しました。人間は宇

宙から見れば微小で、自然の力の前ではあっけなく消えるほど「弱くて脆い（葦）」存在だが、理性

を使い ことができる点で、偉大で尊厳ある存在であるという意味です。 

考える力こそ人間の最大の強みなのです。しかし、生成ＡＩが登場しました。人のように考える力

を兼ね備えています。何も考えずに生成ＡＩに頼っていたら私たちはどうなってしまうのでしょう。 

私たち大人は、子どものころ生成ＡＩのような便利なものはありませんでした。だから調べる時に

は、教科書や資料集だけでなく図書館の本を調べたり新聞記事を調べたりして調べた事実をもとに、

考え答えを導きだしていました。そんな苦労をしていたからこそ生成ＡＩの便利さを大きく感じてい

ます。 

しかし、生徒たちが生成ＡＩを使って課題の答えをそのまま導いていたら・・・。表向き授業はま

とめまでたどりつきますが、その過程で行われる「考える」ことが少なくなり結果、 が

養われなくなる恐れがあります。自分で考えたことの答え合わせや自分が考えた文章の校正などで生

成ＡＩを使うのであればまだいいのですが、いきなり「課題について教えて」とうように答えを聞く

ような使い方はしてほしくありません。今のうちは

に挑戦してほしいと思います。 

 

 
 
 


